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向上を目指した FD 活動の実施が強く求められている。2008 年の「大学設置基準」改正
により、教育内容等の改善のための組織的な FD が義務化された。全ての大学で組織的
な実効性のある FD の強化が大きな課題となっている。 




















































































﨑 2008、羽田 2005 など）。FD 概念の拡張については大学教育学会でも議論があったし（絹










２．学生参加型 FD の活動状況 
 
(1) 2000 年代における国立大学での学生参加型 FD の試み 















年には「学生・教職員教育改善委員会」を設立（2003 年までは「学生・教員 FD 検討会」）












(2) 「学生 FD サミット」の開催と学生参加型 FD の拡大 
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いる「学生 FD サミット」では、2009 夏に 26 大学・約 100 人、2010 冬に 39 大学・189
人、2010 夏に 38 大学・211 人が参加している。2011 年春は東日本大震災の影響で中止
になってしまったが、申込者は 200 人を超えていたという。岡山大学で毎秋に開催され
ている「i*see」は、参加者数を絞っているが、2009 年に 35 大学・100 人、2010 年に 29
大学・100 人が参加している（数字はホームページ上の発表による）。FD ネットワーク
“つばさ”による「学生 FD 会議」には北海道・東北地区の大学を中心に、2009 年に 17
大学・76 人、2010 年に 17 大学・45 人が参加している。 
 学生参加型 FD が広まっていることについて、これらの中でも学生 FD サミットの貢
献は大きいように思われる。学生 FD サミットは、大学コンソーシアム京都第 14 回 FD
フォーラム（2009 年３月）において、岡山大学とともに報告した立命館大学の学生が、
学生 FD を全国に広めたいとして開催を提案したことがきっかけとなっている。木野茂







 学生 FD サミットおよびそこで紹介される先進校の実践報告に刺激を受けて活動を開
始した大学も多い。第２回サミット（2010 年２月）では 10 大学 7)が、第３回サミット






(3) 学生参加型 FD の主な活動事例とその成果 










①立命館大学・学生 FD スタッフ 








②追手門学院大学・学生 FD スタッフ 




































３．学生参加型 FD の実践上の課題 
 
(1) 学生参加型 FD 実践校の情報交換の機会 
 学生 FD サミットでの交流を契機として、学会等の場において、学生参加型 FD の実
践報告がなされている。まず、毎年３月に京都大学で行われている「大学教育研究フォ




育学会第 32 回大会（2010 年６月）でも、同じく「学生とともに進める FD」と題したラ
ウンドテーブルが行われた。ここでは大学教育研究フォーラムでの報告校のうち、一定
程度活動が進んでいた立命館大学、追手門学院大学、法政大学社会学部、大阪大学が実
践報告を行い、出席した関係者と学生参加型 FD の課題についての意見交換も行われた。 
 2010 年夏の第３回学生 FD サミットを踏まえて、翌春（2011 年）にも再び実践報告が
行われる。この年最初に行われたのは、大学コンソーシアム京都・第 16 回 FD フォーラ









(2) 報告された学生参加型 FD の課題 
 上記の情報交換の場のうち、学生参加型 FD の課題が初めて本格的に報告・議論され









①学生参加型 FD スタッフの確保－組織的不安定性－ 


























 第２の課題は、学生参加型 FD に取り組む大学が増えている一方で、学内では活動へ
の理解や関心が広がりにくい点である。残念ながら、学生参加型 FD の活動に対する一



































(3) 課題解決への取り組みと学生 FD サミット 



















ら、一定の前身が見られる事例もある。2012 年２月に学生 FD サミットを開催予定（本
稿執筆時点）である追手門学院大学では、これを契機に教員の意識改革や若手職員との















生 FD というのは教員と職員と学生の『橋渡し』をするものである」（木野 2010）とい
う共通認識に至っており、これに共感する関係者も多い。法政大学社会学部は、「学生、
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註 
1)第 16 回大学教育フォーラム（2010 年３月）、同第 17 回（2011 年３月）、大学教育
学会第 32 回大会（2010 年６月）、同第 33 回大会（2011 年６月）、大学コンソーシ
アム京都・第 16 回 FD フォーラム（2011 年３月）。タイトルはいずれも「学生とと
もに進める FD」。 
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     Recently in Japan, due to university educational improvement and faculty 
development and promotion policies, the number of universities that have 
introduced “student-initiated faculty development” is increasing. Several years ago, 
only five universities—Okayama University, Ritsumeikan University, Otemon 
Gakuin University, Hosei University, and Osaka University—practiced it, but more 
than thirty universities are implementing it more or less systematically now. 
     Each university’s practice contributes to its individual educational 
improvement. However, student-initiated faculty development has the following 
three major problems: (1) how to recruit student staff effectively, (2) how to spread 
student-initiated faculty development activities at each university, and (3) how to 
maintain the balance between the independent action of students and guidance by 
teachers and staff. 
     Despite these problems, each university that makes use of knowledge gained 
from inter-university meetings or exchange of information continues to implement 
student-initiated faculty development. A sense of solidarity that arises from 
inter-university exchange provides mental support to those involved. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
